
物理基礎

▼2026年度入試大問別出題分野

入試区分 番号 出題分野 出題内容 設問 難易度 頻出度

ⅠA 力学
なめらかな斜面上での物体の等加速度運動，
相対速度

マーク6問 基本 ○

ⅠB 力学
糸で結ばれた２物体の運動方程式，重力と糸
の張力，加速度，力学的エネルギー

マーク4問 標準 ○

ⅡA 熱 熱量と物体の比熱，熱平衡と熱量保存の法則 マーク3問 標準 ○

ⅡB 波動 気柱の共鳴，波長と振動数，疎密波の性質 マーク5問 基本 ○

ⅡC 電磁気
発電に使われるエネルギー，交流における変
圧器の性質

マーク2問 基本 ○

ⅠA 力学
ばねにつながれた物体について，力のつりあ
い，運動方程式，仕事と力学的エネルギー保
存の法則

マーク6問 標準 ○

ⅠB 力学 v-t  図による物体の加速度，速度，変位 マーク4問 基本 ○

ⅡA 熱
物体の熱容量と比熱，潜熱，熱平衡と熱量保
存の法則

マーク3問 標準 ○

ⅡB 波動 医療技術に応用される波の性質，超音波とX線 マーク2問 標準 ○

ⅡC 電磁気
直列，並列につながれた抵抗の合成抵抗，
それぞれを流れる電流，電力の計算

マーク5問 標準 ○

特別
奨学生入試

一般入試
前期



▼全体的構成 ①　出題形式　：　全問マークシート方式

② 出題内容 ： 大問Ⅰは力学，大問Ⅱは熱，波動，電磁気となっており，特別奨学生入
試，一般入試前期について，ほぼ同様の問題構成である。

③ 難易度 ： 理科では基礎を付した科目3科目から2科目を選択し1科目とする方式と
なっており，標準的，基本的な問題が出題されている。難解な問題はないが，力学では等
加速度運動の公式，運動方程式，仕事と力学的エネルギー保存の法則などの概念を十分
に理解しておく必要がある。

▼傾向分析 標準的で素直な問題である。各試験ともに力学が小問10題，熱分野から小問3題が出題
されている。特別奨学生入試では，波動から小問5題，一般前期では電磁気から小問5題が
出題されている。また，特別奨学生入試では電磁気から小問2題が，一般前期では波動か
ら小問2題が出題されている。このように，力学を中心に物理基礎の主要な4分野から出題さ
れている。

① 力学 ： 特別奨学生入試では中問Aが斜面上での等加速度運動，中問Bが2物体の運
動方程式の問題となっている。一般前期では中問Aでばねにつながれた物体の運動方程
式，力学的エネルギー保存の法則について，中問Bでv-t図を用いた運動の基本的な性質
を問うている。いずれも，物理法則の基本的な理解と共に計算力も試される内容となってい
る。

② 波動 ： 特別奨学生入試では気柱の共鳴と疎密波の性質について，小問5題におい
て問われている。他方，一般前期では小問2題において，波動の医療技術への応用として，
超音波やX線など波動の定性的な性質が問われている。

③ 電磁気 ： 特別奨学生入試では小問2題において，発電とエネルギー，交流における
変圧器の性質について問われている。一般前期では合成抵抗，電流，消費電力を計算す
る問題が小問5題出題されている。このように，波動分野と電磁気分野について2つの試験
では小問の数が入れ替わっている。

④ 熱 ： 特別奨学生入試，一般前期いずれも，熱量保存の法則と熱平衡に関する基本
的な理解が問われている。一般前期では氷の融解熱も含まれていて，正解を得るには計算
力も必要である。

▼学習対策 力学を中心に，主要な分野から基本事項がバランスよく出題されている。学習方法として
は，標準的な問題集をやりながら，教科書を読み直し物理的概念をつかんでいくのがよい
だろう。

　力学などの大問では，公式を暗記するだけでは解けない。しかし，物理的概念が理解でき
ていれば，難しい問題ではない。物理現象のイメージをつかむことを心がけよう。歴史的に
重要な実験や測定方法に興味を持って教科書を読み返すことが役に立つだろう。

今年度は出題されていないが，原子力発電，放射線など原子に関する問題は過去にもよ
く出題されている。これらの分野も含めて，物理の全体像を理解することを心がけよう。

▼重要ポイント ①　力学　：　相対速度，速度の合成，等加速度運動，力のつり合い，摩擦力，
浮力，運動方程式，力学的エネルギー保存の法則

②　波動　：　波長，振動数，速度の関係，気柱の共鳴，波の干渉・合成，反射，定常波

③　熱　：　温度，熱量，熱容量，比熱，熱平衡，潜熱，熱力学の第一法則

④　電磁気　：　オームの法則，消費電力，交流，変圧器の性質

⑤　エネルギー　：　いろいろな発電，原子の構造，放射性崩壊などの用語

⑥　物理一般　：　エネルギーの意味，いろいろな物理量の単位
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特別奨学生入試 物理基礎 解説 
Ⅰ 
A. 
１．等加速度運動において，時間 1.0s の間に A の速度は 2.0m/s から 6.0m/s に 4.0m/s 増

加したので，加速度の大きさは   𝑎𝑎 = �速度の増加�
�時間�

 = �.�
�.� = 4.0 ｍ/s2 １…③ 

                                     

２．Ａは初速度𝑣𝑣� = 2.0m/s，加速度𝑎𝑎 = 4.0m/s2 であるから，ｔ [s]後にＡがＰを通過する

とすると，等加速度運動の変位の公式 𝑥𝑥 = �
� 𝑎𝑎𝑎𝑎� + 𝑣𝑣�𝑡𝑡 より， 

40 = 2𝑡𝑡� + 2𝑡𝑡  
であるから，移行して因数分解すると， 

�𝑡𝑡 + 5��𝑡𝑡 𝑡 4� = 0 より，𝑡𝑡＝4.0ｓ  ２…② 

                          
３．ＡとＢは同じ斜面上で重力による加速度を受けるので，それらの加速度の大きさ，向き

は等しい。 ３…① 
 
４．時刻𝑡𝑡[s]での A とＢの位置は左下方向を正の向きにとると， 

𝑥𝑥� = 2𝑡𝑡� + 2𝑡𝑡,   𝑥𝑥� = 2𝑡𝑡� − 3𝑡𝑡＋40   

であるから，𝑥𝑥� − 𝑥𝑥� = −5𝑡𝑡 + 40より，𝑥𝑥� − 𝑥𝑥� = 0 となるのは，𝑡𝑡 = 8.0ｓ ４…① 
                              

５．𝑥𝑥� = 2𝑡𝑡� + 2𝑡𝑡 に，𝑡𝑡 = 8.0ｓを代入すると， 
 𝑥𝑥� = 2 × 8� + 2 × 8 = 144 m ５…④ 

 
６．左下方向を正の向きにとると， 

Ａは初速度𝑣𝑣� = 2.0m/s，加速度𝑎𝑎 = 4.0m/s2 であるから速度は𝑣𝑣� = 2.0 + 4.0𝑡𝑡。 
B は初速度−3.0m/s，加速度4.0m/s2 であるから速度は𝑣𝑣� = −3.0 + 4.0𝑡𝑡である。 
したがって，B に対する A の相対速度は 𝑣𝑣�� = 𝑉𝑉� − 𝑉𝑉� = 5.0 m/s 
 ６…③ 

 
B.    
１．物体 A と B の間にはたらく糸の張力を𝑇𝑇として，物体 A，B の運動方程式は， 

� 3𝑚𝑚𝑚𝑚 = 𝑇𝑇        
 𝑚𝑚𝑚𝑚 = 𝑚𝑚𝑚𝑚 𝑚𝑚𝑚  

2 式で𝑇𝑇を消去すると， 4𝑚𝑚𝑚𝑚 = 𝑚𝑚𝑚𝑚 から 𝑎𝑎 = �
� 𝑔𝑔            ７…① 



２．A の運動方程式に 1 の解を代入すると， 𝑇𝑇 = 3𝑚𝑚𝑚𝑚 = �
�ｍ𝑔𝑔 ８…② 

                                                      
３．最初 A とＢが持っていた力学的エネルギーは床を重力の位置エネルギーの基準にした

B の位置エネルギー𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚であるが，B が床に衝突する直前にはこれが A と B の運動エネ
ルギーとなる。床に衝突する直前の速さを𝑣𝑣すると， 

          �
� �3𝑚𝑚 + 𝑚𝑚�𝑣𝑣� = 𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 

より， 𝑣𝑣 = ���
�   ここで，１の結果，𝑔𝑔 = 4𝑎𝑎 を代入すると，  

            𝑣𝑣 = √2𝑎𝑎𝑎  ９…④ 

                
４．衝突直前の B の運動エネルギーは， 

 �
�𝑚𝑚𝑚𝑚� = �

�𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 = 𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 𝑚 �
�𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 = 𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 𝑚 𝑚𝑚𝑚  10…③ 

 
Ⅱ 
A． 
１．水が失った熱量𝑄𝑄�は, 

     𝑄𝑄� = 100 × 4.2 × �50 − 41� = 3780 = 3.8 × 10� J  11…③ 
 
２．金属の比熱を𝑐𝑐とすると，200g の金属の容器が得た熱量は， 

𝑄𝑄� = 200 × 𝑐𝑐 × �41 − 20� 
これは水の失った熱量𝑄𝑄�と等しいので，１の結果から， 200 × 9𝑐𝑐 = 3.8 × 10� より， 

𝑐𝑐 = 0.90 J/(g・K)    12…③ 
 
３．熱平衡に達した温度を 𝑡𝑡 ℃とすると，容器 B が得た熱量は， 

𝑄𝑄� = 200 × 0.90 × �𝑡𝑡 𝑡 20�  
また，41℃の水が失った熱量は， 

          𝑄𝑄� = 100 × 4.2 × �41 − 𝑡𝑡� 
𝑄𝑄� = 𝑄𝑄� であるから，180�𝑡𝑡 𝑡 20� = 420�41 − 𝑡𝑡� 

を解くと，     𝑡𝑡＝34.7 ≒ 35 ℃   13…③ 
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B． 
１．最初の共鳴は開管の両端が腹，中央が節となる基本振動で，開管の⻑さが半波⻑に等し

いので，波⻑は68.0 × 2 = 136𝑐𝑐𝑐𝑐 である。 14…④ 
 

    
 
２．2 回目の共鳴は図のように，1 波⻑が開管の⻑さに等しくなっており，管の両端と中央

部が定常波の腹となる。空気の振幅が最大となるのは定常波の腹で，左端から 34.0 ㎝の
位置である。       15…③ 

 
                             
 
 
３．空気の密度が時間的に最も大きく変化するのは節の位置であり，左端(および右端)から

4 分の 1 波⻑である 17.0 ㎝の位置である。 16…①     
 
４．3 回目の共鳴では図のように 3 個の節があり，開管の⻑さが半波⻑の 3 倍に等しいの

で，波⻑λ は 68.0 × �
� であるから，振動数は， 

𝑓𝑓 = �
� = ���×�

��.�×� = 750 = 7.50 × 10� Hz 17…② 
 

 
 
 
５．閉管の基本振動は下図のように，開口が腹に，閉口が節になっており，閉管の⻑さが 4

分の 1 波⻑に等しいので，波⻑は68 × 4 = 272cm であり，開管の場合の基本振動に比べ
て，波⻑は 2 倍となる。したがって，振動数は �� 倍である。 18…① 

 
 
 
C． 
１．問題の発電機で発電部分のコイルまたは磁石を回転させるエネルギーは，力学的エネル

ギーである。コイルを貫く磁力線の数を変化させると誘導起電力が発生する現象は電磁
誘導である。 19…①  



２．変圧器の 1 次側と 2 次側の電力は等しく，それぞれの側に生じる電圧はコイルの巻き
数に比例する。1 次側では電圧𝑉𝑉� = 100 V，電流𝐼𝐼� = 0.20 A であるから，電力は𝑃𝑃 = 𝐼𝐼𝐼𝐼 =
100 × 0.20 = 20 W 。また，1 次コイルと 2 次コイルの巻き数の比が 1000:500=2:1 であ
るから 2 次側の電圧は𝑉𝑉� = 50V である。したがって，2 次側の電流𝐼𝐼�は， 

                                          𝐼𝐼� = �
��

= ��
�� = 0.40  A  20…③ 

  
 
 

一般入試前期 物理基礎 解説 

Ⅰ 
A. 
１．おもりには下向きに重力𝑚𝑚𝑚𝑚，上向きにばねの弾性力𝑘𝑘𝑘𝑘および台からの垂直抗力𝑁𝑁がは

たらき，これらはつりあっているので，𝑚𝑚𝑚𝑚 𝑚 𝑚𝑚𝑚𝑚 𝑚 𝑚𝑚 = 0 より，  

𝑁𝑁 = 𝑚𝑚𝑚𝑚 𝑚 𝑚𝑚𝑚𝑚＝1.0 × 9.8 − 49 × 0.10 = 4.9 N １…② 

 
２．図 1-1 のおもりの位置を重力の位置エネルギーの基準にとると，図 1-1 のおもりの力学

的エネルギー𝐸𝐸�は０J である。図 1-2 の状態では重力の位置エネルギーがℎ = 0.10ｍ分だ
け減少し，弾性エネルギーが𝑥𝑥 = 0.10ｍ分だけ増加しているので，おもりの力学的エネル
ギーは， 

𝐸𝐸� = −𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 + �
� 𝑘𝑘𝑘𝑘�  

     = −1.0 × 9.8 × 0.10 + �
� × 49 × 0.10� = −0.98 + 0.245 = −0.735 ≒ −0.74 

垂直抗力がした仕事𝑊𝑊は力学的エネルギーの増加であるから， 

         Ｗ = 𝐸𝐸� − 𝐸𝐸� = −0.74 J       ２…① 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

B． 
１．最初の共鳴は開管の両端が腹，中央が節となる基本振動で，開管の⻑さが半波⻑に等し

いので，波⻑は68.0 × 2 = 136𝑐𝑐𝑐𝑐 である。 14…④ 
 

    
 
２．2 回目の共鳴は図のように，1 波⻑が開管の⻑さに等しくなっており，管の両端と中央

部が定常波の腹となる。空気の振幅が最大となるのは定常波の腹で，左端から 34.0 ㎝の
位置である。       15…③ 

 
                             
 
 
３．空気の密度が時間的に最も大きく変化するのは節の位置であり，左端(および右端)から

4 分の 1 波⻑である 17.0 ㎝の位置である。 16…①     
 
４．3 回目の共鳴では図のように 3 個の節があり，開管の⻑さが半波⻑の 3 倍に等しいの

で，波⻑λ は 68.0 × �
� であるから，振動数は， 

𝑓𝑓 = �
� = ���×�

��.�×� = 750 = 7.50 × 10� Hz 17…② 
 

 
 
 
５．閉管の基本振動は下図のように，開口が腹に，閉口が節になっており，閉管の⻑さが 4

分の 1 波⻑に等しいので，波⻑は68 × 4 = 272cm であり，開管の場合の基本振動に比べ
て，波⻑は 2 倍となる。したがって，振動数は �� 倍である。 18…① 

 
 
 
C． 
１．問題の発電機で発電部分のコイルまたは磁石を回転させるエネルギーは，力学的エネル

ギーである。コイルを貫く磁力線の数を変化させると誘導起電力が発生する現象は電磁
誘導である。 19…①  



３．図 1-3 の状態では，弾性力𝑘𝑘𝑘𝑘と重力𝑚𝑚𝑚𝑚がつりあっているので，𝑘𝑘𝑘𝑘 = 𝑚𝑚𝑚𝑚より， 
𝑥𝑥 = ��

� = �.�×�.�
�� = 0.20 m      ３…② 

 
４．図 1-1 の状態の力学的エネルギーは，２で見たように０J である。おもりが最下点に来

たときのばねの伸びを𝑥𝑥�とすると，力学的エネルギーは弾性エネルギー�
� 𝑘𝑘𝑘𝑘��と重力の位

置エネルギー−𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚�の和，�
� 𝑘𝑘𝑘𝑘�� − 𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚�であるが，これは最初の力学的エネルギー０J に

等しい。したがって， 
        �

� 𝑘𝑘𝑘𝑘�� − 𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚� = 0 

因数分解して， �
� kx� �x� − ���

� � = 0 

より， 𝑥𝑥� = ���
� = �×¥�.�×�.�

�� = 0.40 m     ４…④ 

 
５．おもりの速さを𝑣𝑣とし，そのときのばねの伸びを𝑥𝑥とすると，力学的エネルギー保存の法

則により，  
 �

�𝑚𝑚𝑚𝑚� −𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 + �
� 𝑘𝑘𝑘𝑘� = 0 

が成り立つ。したがって， 
                 �

�𝑚𝑚𝑚𝑚� = −�
� 𝑘𝑘𝑘𝑘� + 𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚𝑚 

                             = −�
� 𝑘𝑘{�𝑘𝑘 − ��

� �
� − ����

�� } 

                             = −�
� 𝑘𝑘 �𝑘𝑘 −

��
� �

� + ����
��  

と表され， 𝑥𝑥 = ��
� = �.�×�.�

�� = 0.20 m のとき，運動エネルギーすなわち速さが最大で
ある。                  ５…② 
 

６．５から,  𝑥𝑥 = ��
�  のとき運動エネルギーは最大となり，このとき，  �

�𝑚𝑚𝑚𝑚� = ����
��   

であるから， 𝑣𝑣� = ���
� = �.�×�.��

�� = 1.96 より，𝑣𝑣 = √1.96 = 1.4 m/s  ６…② 

 
B. 
１．図 2‐2 より，時間𝛥𝛥𝛥𝛥 = 20s で速度が 10m/s から 20m/s に𝛥𝛥𝛥𝛥 = 20m/s 増加しているの

で，加速度の大きさは， 
 a = ��

�� = ��
�� = 0.50 m/s2      ７…② 

 
 



２．時刻𝑡𝑡 = 0 s から 20 s で進む距離は，𝑣𝑣 𝑣 𝑣𝑣図が𝑡𝑡軸と囲まれる部分の面積に等しい。小
球 A と小球 B の𝑣𝑣 𝑣 𝑣𝑣図が𝑡𝑡軸と囲まれる部分の面積は底辺 10，高さ 20 の三角形の面積
だけ差があり，これが小球 A と小球 B の距離である。同様に，小球 B と小球 C の距離も
それぞれの𝑣𝑣 𝑣 𝑣𝑣図が𝑡𝑡軸と囲まれる部分の面積の差であり，これも底辺 10，高さ 20 の三
角形の面積である。したがって，1.0 倍である。   ８…③ 

 
３．小球 C が B に追いつくのは，それぞれの𝑣𝑣 𝑣 𝑣𝑣図が𝑡𝑡 = 0s と𝑡𝑡軸で囲まれる部分の面積が

等しくなるときであり，𝑡𝑡 = 40ｓのときである。 ９…③ 
 
４．A，B および C の𝑣𝑣 𝑣 𝑣𝑣 図と𝑡𝑡軸および時刻𝑡𝑡 = 0s と𝑡𝑡 = 40s で囲まれた部分の面積はす

べて 800 であり，等しいので𝑥𝑥座標は同じである。      10…②  
 
Ⅱ       
A. 
１．𝑄𝑄 = 𝑚𝑚𝑚𝑚 Δ𝑇𝑇において，温度変化 Δ𝑇𝑇=60−10＝50 ℃，熱量𝑄𝑄 = 2.1 × 10� J，水の質量
𝑚𝑚＝100g であるから，水の比熱 𝑐𝑐 は， 

𝑐𝑐 = �
�Δ�

= �.�×���
���×�� = 4.2 J/(g・K)  11…④ 

 
２．60℃の水が 20℃になるまでに失った熱量𝑄𝑄�は， 

𝑄𝑄� = 100 × 4.2 × �60 − 20� 
また，氷の融解熱を 𝑞𝑞 [J/g]とすると，40ｇの氷が 20℃の水になるまでに得た熱量𝑄𝑄�は， 

𝑄𝑄� = 40𝑞𝑞 + 40 × 4.2 × �20 − 0� 
であるが，𝑄𝑄� = 𝑄𝑄�であるから， 

100 × 4.2 × �60 − 20�＝40𝑞𝑞 + 40 × 4.2 × �20 − 0�  

より，𝑞𝑞を求めると， 

 𝑞𝑞＝336 ≒ 3.4 × 10� J/g   12…② 

 
３．熱平衡に達した時の温度を𝑡𝑡[℃]とすると，20℃の水 140g が得た熱量と 70℃の水 60g

が失った熱量が等しいことから， 
140 × 4.2 × �𝑡𝑡 𝑡 20� = 60 × 4.2 × �70 − 𝑡𝑡� 

より，                           𝑡𝑡 = 35℃       13…② 
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化化学学基基礎礎  

▼▼22002266 年年度度大大問問別別出出題題分分野野  
 番号 出題分野 内容詳細 設問 難易度 

特別奨学生 

入試 

 

ⅠⅠ 小問集合 

元素と単体の区別 

塩化マグネシウムの式量の計算 

二重結合をもつ直線構造の分子の選択 

希釈した硫酸の体積の算出 

酸と塩基の混合物の pH の計算 

知識 

計算 

基本 

～標準 

ⅡⅡ 物質の構成 

原子の構造―原子・原子核の大きさ，構造に

関する用語，電子 1 個の陽子・中性子に対す

る相対質量，同位体，最外電子殻に入りうる

電子の数，中性子の数の算出，原子に関する

説明として正しい文の選択 

知識

計算 
基本 

ⅢⅢ 
イオン化 

傾向と電池 

金属のイオン化傾向とその性質―イオン化

列の空所補充，金属の水や酸に対する反応，

酸化力のある酸に溶ける金属とそのときに

発生する気体，不動態について，電池の性質， 

電池の種類など 

知識 
基本 

～標準 

一般入試 

前期 

 

ⅠⅠ 小問集合 

化学変化の選択，原子や元素の構造と性質に

関する正しい文の選択，炭酸カルシウムと塩

酸の反応―石灰石に希塩酸を加えて発生す

る CO2 の体積の算出，石灰石中の炭酸カル

シウムの純度の算出，酸化・還元反応につい

ての正しい文の選択 

知識 

計算 

基本 

～標準 

ⅡⅡ 物質の構成 

分子と結合―共有結合，配位結合，付加重合，

縮合重合，高分子化合物，分子結晶，共有結

合結晶 

知識 基本 

ⅢⅢ 
酸・塩基 

中和 

食酢中の酢酸濃度を決定する―食酢と水酸

化ナトリウムの中和滴定，器具の名称，指示

薬の選択，器具を使用する前の操作，食酢中

の酢酸濃度の決定，電気の通しやすさと中和

滴定のグラフの関係 

知識 

計算 

基本 

～標準 

 

B. 
１．波⻑の短い超⾳波は回折の程度が小さく直進性に優れ，体内の各部分からの反射を検知

し，断層像として表示する超⾳波診断装置などに使われている。 14…④ 
 
２．可視光線よりも波⻑の短い X 線は物質を透過し，CT スキャン装置にも利用されている。 
  15…① 
 
C. 
１． 図 3−1 の回路は抵抗値𝑅𝑅 [Ω]の抵抗 2 個が直列つなぎになったものが 2 個並列つな

ぎになっているので，その合成抵抗𝑟𝑟�は， 

                   �
��
= �

�� +
�
�� 

より，                     𝑟𝑟� = 𝑅𝑅 [Ω]       16…② 
 
２．点 P を流れる電流が𝐼𝐼[A]であるから，2 つの抵抗の両端の電圧𝑉𝑉は𝑉𝑉 = 2𝑅𝑅𝑅𝑅より，消費

電力は𝑉𝑉𝑉𝑉 = 2𝑅𝑅𝑅𝑅�，他の 2 つの抵抗の消費電力も等しく，2𝑅𝑅𝑅𝑅�であるから，合計 

４𝑅𝑅𝑅𝑅� [W]  17…④  

３．図 3−2 の回路は点 P の側は抵抗値𝑅𝑅の抵抗 3 個が直列つなぎになっており合成抵抗は
3𝑅𝑅で，3 個の抵抗の両端の電圧は3𝑅𝑅𝑅𝑅である。点 Q の側の抵抗𝑅𝑅はこれと並列につながれ
ているので，その両端の電圧は3𝑅𝑅𝑅𝑅であるから，点 Q を流れる電流は， 

���
� = 3𝐼𝐼 [A] 18…③ 

 

４．図 3−2 の合成抵抗を𝑟𝑟�とすると， �
��
= �

�� +
�
� 

より，                    𝑟𝑟� = �
� 𝑅𝑅 [Ω] 19…①    

 
５．図 3−2 の点 P の側は3𝑅𝑅[Ω]の抵抗に𝐼𝐼[A]の電流が流れるので，電圧は3𝑅𝑅𝑅𝑅 [V] より，

消費電力は3𝑅𝑅𝑅𝑅� [W] ，これと並列に点 Q の側は𝑅𝑅[Ω]の抵抗に3𝑅𝑅𝑅𝑅[V]の電圧がかかる
ので，電流は3𝐼𝐼[A]であり，点 Q の側の消費電力は3𝐼𝐼 × 3𝑅𝑅𝑅𝑅 = 9𝑅𝑅𝑅𝑅�である。したがって，
消費電力の合計は， 

12𝑅𝑅𝑅𝑅� [W]   20…④ 
 




